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■2014年度 NIH予算要求の概要及び最新の研究成果について 

■NEDO 医療機器ワークショップのご案内 

■BioJapan2013開催のご案内 
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2014年度の NIH予算要求の概要及び最新の研究成果が公表されました。 

これは、5月 15日に、米国 NIH所長フランシス・コリンズ博士が米国上院 

歳出小委員会で発表したものです。 

 

2014年度 NIH予算要求は、313.31億ドル、2012年度比 4.71億ドル増 

（1.5％増）であり、競争研究資金件数は 10,269件（同 1,283件増）、 

継続プロジェクトも含めた件数は計 36,610件となっています。2013年度の 

NIH予算は 16億ドル減（5％減）だったので、研究開発分野に大きな影響を 

与えました。このように、NIHのファンドが減り続ければ NIH予算は次の 

10年で 190億ドル減ることになり、これは、科学の進歩とアメリカのリーダー 

シップに有害と主張しています。また、2008年の OECDの統計では、アメリカの 

研究開発費は GDPの 2.8％であり、イスラエル、日本、韓国、スイスより低く、 

OECD加盟国内で 8番目であることを説明し、予算増額の必要性を訴えています。 

 

NIHがファンドしたプロジェクトの最新研究成果のハイライトと 2014年度の 

重点プロジェクトが説明されています。 

 

NIHのプロジェクトの最新の研究成果としては、次の 3つが報告されています。 

 

（1）The Cancer Genome Atlas（TCGA） 



2005年に開始したプロジェクトで、次世代シーケンサーで 20種以上のがんの 

全ゲノム解析を実施し、正常細胞とがん細胞の遺伝子を比較検討することで 

がんの分子基盤を解明することを目的としています。2009～2014年 phaseII 

として、20～25種の腫瘍について、次世代シーケンサーを活用して全ゲノム 

解析を完了する予定です。これまでの成果として、同一個人の正常細胞と 

がん細胞の遺伝子を比較し、疾患原因の解明や新規薬剤標的の同定に成功 

しました。 

 

（2）The Human Microbiome Project 

2008年に開始したプロジェクトで、ヒトの各臓器や表皮に常在する細菌群 

（Microbiome）のゲノムの包括的解析を目的としており、これまでの成果と 

して、80施設 200人の研究者により 250人から採取されたMicrobiomの 

ゲノム解析が完了しました。また、消化管内の「悪玉」菌群が、栄養欠乏の 

食事と悪循環することにより、深刻な栄養失調を引き起こすことを解明しました。 

 

（3）ステムセル（ES&iPS）研究分野 

このプロジェクトにより患者由来 iPS細胞の疾患研究への応用分野だけでなく、 

遺伝子疾患の治療への道を切り開くことができました。具体的には、細胞の 

ゲノム編集技術を開発し、患者由来 iPS細胞の病因遺伝子部分を改変 

（正常化）して患者に戻すことにより、鎌状赤血球症治療の可能性を示すことが 

できました。 

 

2014年度の重点プロジェクトとしては、アルツハイマー病研究とビッグデータが 

挙げられています。 

 

（1）アルツハイマー病研究 

米国では 510万人が罹患し、認知症治療（ケア）のコストは 1570～2150億 

ドル（2010年）にも及んでいます。NIHは、The National Institute on Aging 

（NIA）と共同でアルツハイマー病の診断、予防、治療を目的とした多数の 

研究をサポートしており、2014年度は 591件の競争研究資金プロジェクトを 

公募する予定です。これは、2012年比で 277件増、予算額で 8,000万ドル増と 

なります（NIA の 2014年度競争研究資金予算は 26,212万ドル）。 

 

（2）BD2K（Big Data to Knowledge）program 

次世代シーケンサーや高解像度イメージング機器の進展により、膨大な 

データ（ビッグデータ）が前例のないペースで増加しており、これらを統合・ 



解析し、疾患のより深い理解や次世代治療標的の開発に役立てる必要が 

あります。NIHは、この課題を解決すために、2014年度に BD2K（Big Data  

to Knowledge）programを新たに開始し、次の活動を実施する予定です。 

●大規模で複雑な生物医学分野のビッグデータの幅広い利用と共有 

●新たな分析手法やソフトウェアの開発と普及 

●データ科学者・コンピュータエンジニア・バイオインフォマティシャンの 

訓練・育成 

●バイオメディカルアナリシス、コンピュータバイオロジー、メディカル 

インフォマティクス分野の COE（Centers of Excellence）の設置 

 

BD2Kの 2014年度予算は最低でも 4,000万ドルとなっており、各 Big Data  

COEには年間 200万～500万ドルが 3～5年の間にファンドされます。The  

National Science Foundation（NSF）や the Department of Energy 

（DOE）とも協調して取り進めるとのことです。 

 

重点プロジェクトとしては、上記以外にも The BUilding Infrastructure  

Leading to Diversity（BUILD）Programや脳研究も含まれております。 

 

詳細については、NIHの下記の URLを参照ください。 

http://www.nih.gov/about/director/budgetrequest/fy2014testimony.htm 
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公益財団法人医療機器センターと独立行政法人新エネルギー・産業技術 

総合開発機構（NEDO）の共催による医療機器ワークショップの開催に 

ついてご案内いたします。 

 

『新たな視点を踏まえた医療機器・システム開発の方向性についての 

ワークショップ』 

 

日時：平成 25年 6月 22日（土）13時 00分～16時 00分 

会場：NEDO分室（東京都千代田区霞が関 1-4-2 大同生命霞が関ビル 12階） 

参加費：無料 



参加申込：事前に NEDOホームページよりお申込ください。 

※当日参加も受付けておりますが、お席には限りがございますこと 

ご了承ください。 

 

●プログラム、申込詳細、お問い合わせ 

http://www.nedo.go.jp/events/EK_100016.html 

 

皆様のご来場を心よりお待ちしております。 

 

○公益財団法人医療機器センター 

http://www.jaame.or.jp/ 

 

○独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

http://www.nedo.go.jp/index.html 
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■BioJapan2013開催のご案内 
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■■■■■■■ アジア No.1のパートナリングイベント ■■■■■■■ 

■ 2013年 10月 9日（水）～11日（金） パシフィコ横浜にて開催！ ■ 

 

●○ BioJapan 2013 World Business Forum ○● 

 

http://www.ics-expo.jp/biojapan/main/index.html 

 

主催：BioJapan組織委員会 

一般財団法人バイオインダストリー協会 / 公益財団法人ヒューマン 

サイエンス振興財団 / 公益社団法人農林水産・食品産業技術振興協会 /  

一般社団法人バイオ産業情報化コンソーシアム / 日本バイオ産業人会議 /  

日本製薬工業協会 / NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議 /  

公益財団法人地球環境産業技術研究機構 / 一般社団法人再生医療 

イノベーションフォーラム / 株式会社 ICSコンベンションデザイン 

 

「本年の BioJapanは 25カ国・地域を超える 600社以上が参加してオープン・ 



イノベーションを創出！」         

 

●医薬・創薬をはじめ、グリーン、機能性食品、バイオクラスター＆ 

ベンチャーを中心としたバイオ関連企業・団体・大学が一堂に。 

  

●日本のイベント主催者で初導入！本格的マッチングシステムが御社の 

パートナー探しを強力にサポート。 

 

●最新の研究トレンド・情報を発信！150超の主催者セミナー、出展者 

プレゼンテーションを同時開催。 

 

■■■■■■■■■    引き続き出展募集中！    ■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■    2013年 6月 21日(金)まで   ■■■■■■■■■ 

 

国内・海外からの続々のお申込みにお応えするため、展示会の小間数を 

増やし出展申込受付締切を延長しました。 

 

□2012年参加企業一覧： 

http://www.ics-expo.jp/biojapan/main/report.html#partnering 

 

□出展申込詳細： 

http://www.ics-expo.jp/biojapan/main/info_exhibitor.html 

 

■■■■■■■■■  BioJapanパートナリング  ■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■2013年 7月中旬 オープン予定！■■■■■■■■■ 

 

「価値ある出会いの創出」に徹底的にこだわったマッチングシステムと 

開催中のご昼食や 2回のネットワーキングパーティをすべてセットにした 

商談プログラムをご活用いただき、充実の 3日間を実現してください。 

 

パートナリングの詳細は公式ウェブサイトをご覧ください。 

http://www.ics-expo.jp/biojapan/main/partnering.html 

 

・・‥‥…━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━╋━━ 

BioJapan 事務局 

株式会社 ICSコンベンションデザイン 



TEL：03-3219-3565 / FAX：03-3219-3628 

Email：biojapan@ics-inc.co.jp 

・・‥‥…━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━╋━━ 

 

 

 

================================================================== 

めるまが１月号より「JBIC会員企業からのご案内」の項目を新設しました。 

JBIC会員企業で掲載して欲しい記事がございましたら、ご連絡ください。 

なお、掲載の可否については JBIC事務局にて判断させて頂きますので予め 

ご了承ください。 

 

●JBICに関するご意見、ご質問、お問い合わせはこちらから。 

https://www.jbic.or.jp/roku/voicebox/input.html 

================================================================== 

●配信中止、変更はこちらから。 

https://www.jbic.or.jp/roku/m_chushi/input_ch.html 
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